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	地域中核研究大学等強化促進基金助成金における交付条件
	1　 総則
	【法令等の遵守】
	1-1　 補助事業者は、補助事業の実施に当たり、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律（昭和30年法律第179号。以下「適正化法」という。）、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律施行令(昭和30年政令第255号。以下「施行令」という。）、地域中核・特色ある研究大学強化促進事業に係る地域中核研究大学等強化促進基金の運用基本方針（令和５年４月14日文部科学大臣決定。以下「運用基本方針」という。）、取扱要領及びこの交付条件を含む、関係する法令等を遵守しなければならない。

	【用語の定義】
	1-2　 本交付条件において、用語の定義は取扱要領第３条及び第４条の規定を準用する。

	【補助事業者の責務】
	1-3　 補助事業者は、助成金が国民から徴収された税金等でまかなわれるものであることに留意し、助成金の交付の目的に従って誠実に補助事業を行うように努めなければならない。

	【事業計画の提出】
	1-4　 採択大学は、補助事業の計画を明らかにするため、振興会が別に定める期日までに、別に定める様式により事業計画を振興会に提出しなければならない。

	【助成金の管理等】
	1-5　 補助事業者は、取扱要領及び本交付条件に定めるところにより、助成金の管理に係る諸手続を行わなければならない。


	2　 助成金の使用
	【助成金の公正かつ効率的な使用】
	2-1　 補助事業者は、交付される助成金の公正かつ効率的な使用に努め、本交付条件に違反する使用をしてはならない。

	【助成金の経費区分】
	2-2　 助成金は「戦略的実行経費（経費Ａ）」、「研究設備等整備経費（経費Ｂ）」に区分して使用及び管理をしなければならない。各区分の内容は以下のとおりとする。

	【助成金の費目別内訳】
	2-3　 補助事業者は、経費Ａ及び経費Ｂを、それぞれ物品費、旅費、人件費・謝金、その他、の４つの費目に分けて使用及び管理をしなければならない。各費目の対象となる経費の例は、以下のとおりとする。

	【分担金の配分】
	2-4　 採択大学は、助成金受領後、連携大学が使用する経費Ａ若しくは経費Ｂ又はその両方を、分担金として当該連携大学に配分しなければならない。分担金の額については、原則として事業計画に記載した額とする。

	【補助事業の一部委託】
	2-5　 補助事業者は、事業計画で予め示すことにより、補助事業の一部を他の機関等に委託することができる。その際、委託する業務の内容に応じて、経費Ａ若しくは経費Ｂ又はその両方を当該機関等に支出することができる。ただし、当該機関等は委託費の管理を2-3に定める費目に分けて行わなければならない。また、補助事業の遂行上必要な場合には、補助事業者から委託を受けた機関からの委託（再委託）も可能とするが、再々委託は認められない。

	【補助事業・契約等の開始】
	2-6　 補助事業者は、交付決定の通知を受領後、直ちに補助事業を開始し、必要な契約等を行うことができるが、必要な経費は、助成金受領後に支出する、又は補助事業者が立て替えて助成金受領後に精算しなければならない。

	【助成金の交付請求】
	2-7　 採択大学は、事業計画に基づき、各年度に必要となる経費について、振興会が別に指定する期日までに、別に定める「交付請求書」により、助成金の交付請求を行わなければならない。

	【執行計画の変更】
	2-8　 採択大学は、助成金の年度毎の執行予定額を変更する場合には、別に定める「事業計画変更承認申請書」により申請を行い、事前に振興会の承認を受けなければならない。なお、経費区分毎の交付決定額を超えて執行計画を変更してはならない。

	【助成金の年度をまたぐ使用】
	2-9　 補助事業者は、交付を受けた助成金において事業計画変更等に伴い発生した未使用分については、最終年度を除き、返還することなく、翌年度に引き続き使用することができる。ただし、各年度における補助事業の実施状況を振興会に報告する際には、当該年度に未使用となった助成金の発生理由を明らかにしなければならない。

	【納品等及び支出の期限】
	2-10　 補助事業に係る物品の納品、役務の提供等は、補助事業の期間内に終了しなければならない。なお、最終年度の支出については、実績報告書の提出期限までに行わなければならない。

	【使用の制限】
	2-11　 補助事業の実施のために、本助成金を支出する直接の必要がないと考えられる経費（懇親会経費や酒、煙草等に係る経費・手土産などの経費等）には使用してはならない。また、社会一般的にみても適切でない経費や本来大学が負担すべきでない経費を負担しているものなどについても使用することはできない。なお、補助事業内容に応じて支出の必要性を勘案した結果、使用できない場合がある。

	【経費の合算使用】
	2-12　 補助事業者は、経費Ａ及び経費Ｂについて、補助事業に関連する部分の切り分けが可能な場合に限り、他の経費と合算して使用することができる(当該他の経費に合算使用の制限がある場合はこの限りでない。)。


	3　 補助事業を変更する上で必要な手続（交付申請書の記載内容の変更に当たっての遵守事項等）
	【変更できない事項】
	3-1　 「補助事業の概要」及び「補助事業の目的」は、変更することができない。

	【補助事業の中止又は廃止】
	3-2　 採択大学は、補助事業を中止又は廃止しようとする場合には、別に定める「補助事業中止（廃止）承認申請書」により申請を行い、事前に振興会の承認を受けるとともに、未使用の助成金を返還しなければならない。

	【補助事業者の変更】
	3-3　 採択大学は、連携大学を変更する場合には、別に定める「事業計画変更承認申請書」により申請を行い、事前に振興会の承認を受けなければならない。

	【補助事業委託先の変更】
	3-4　 採択大学は、補助事業の一部を委託する機関等を変更する場合には、委託事業の内容に応じて、別に定める「変更届」により、事前に振興会へ届け出なければならない。

	【助成金の費目間の流用】
	3-5　 採択大学は、補助事業の経費Ａ及び経費Ｂの各経費区分における費目間の流用について、各年度における経費総額のそれぞれ50%を超えて流用しようとする場合には、別に定める「事業計画変更承認申請書」により申請を行い、事前に振興会の承認を受けなければならない。なお、50%を超えない場合には、手続を経ることなく変更することができる。
	3-6　 採択大学は、経費Ａ及び経費Ｂの経費間の流用については、別に定める「事業計画変更承認申請書」により申請を行い、事前に振興会の承認を受けなければならない。

	【事業計画の軽微な変更】
	3-7　 「事業計画変更承認申請書」により申請を行う事項及び「変更届」により届出を行う事項を除く事業計画の内容の変更は、振興会への手続を経ることなく補助事業者の判断により行うことができる。

	【補助事業者情報の変更】
	3-8　 補助事業者は、3-3に定めるもののほか、補助事業者に関する情報に変更がある場合には、別に定める「変更届」により、速やかに振興会へ届け出なければならない。

	【助成金の追加交付】
	3-9　 採択大学は、執行計画の変更に伴い、年度途中で助成金の追加交付を求める場合には、別に定める「前倒し交付請求書」により、交付請求を行わなければならない。


	4　 実施状況の報告
	【実施状況報告書の提出】
	4-1　 採択大学は、最終年度を除く各年度終了後２ヶ月以内に、別に定める「実施状況報告書」により、振興会に補助事業の実施状況を報告しなければならない。


	5　 実績の報告
	【実績報告書の提出】
	5-1　 採択大学は、補助事業完了後２ヶ月以内（補助事業を中止又は廃止した場合には、当該廃止の承認を受けた後２ヶ月以内）に、「実績報告書」により、振興会に実績報告を行わなければならない。


	6　 交付決定の取消し
	7　 知的財産権の帰属
	8　 取得財産の管理等
	【取得財産の管理義務】
	8-1　 補助事業者は、補助事業により購入した設備備品等の資産については、管理台帳の備え付け等の方法により、善良な管理者の注意をもって管理しなければならない。
	8-2　 補助事業者は、補助事業により取得し、又は効用の増加した財産（以下「取得財産等」という。）については、補助事業の完了後においても、善良な管理者の注意をもって管理し、助成金交付の目的に従って、その効率的運用を図らなければならない。
	8-3　 振興会は、補助事業者が取得財産等を処分することにより、収入があり、又はあると見込まれるときは、その収入の全部又は一部に相当する金額を振興会に納付させることができる。

	【財産処分の制限】
	8-4　 補助事業者は、補助事業により取得し、又は効用の増加した価額が50万円以上の機械及び重要な器具を、助成金の目的に反して使用し、譲渡し、交換し、貸し付け、取り壊し、廃棄し、又は担保に供しようとするときは、予め振興会の承認を受けなければならない。ただし、以下のいずれかに該当する場合はこの限りではない。
	8-5　 8-3の規定は、振興会が8-4の承認をする場合において準用する。

	【財産処分承認申請の承認の基準】
	8-6　 8-4における財産処分の承認の基準は「文部科学省所管一般会計補助金等に係る財産処分承認基準」によることとする。


	9　 事業成果の公表等
	【事業成果の公表】
	9-1　 補助事業者は、補助事業期間中及び終了後において、補助事業の成果を取組事業・権利取得等に支障のない範囲で積極的に公表しなければならない。

	【事業成果公表の報告】
	9-2　 採択大学は、補助事業の成果について、新聞、書籍、雑誌等において公表を行った場合、実施状況報告書又は実績報告書により振興会に報告しなければならない。


	10　 適正な使用の確保
	【経費管理・監査体制の整備】
	10-1　 補助事業者は、「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）」を踏まえ、経費管理・監査体制を整備しなければならない。

	【助成金の管理・監査体制の整備等の報告】
	10-2　 補助事業者は、助成金交付に当たり、「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）」に基づく研究費の管理・監査体制を整備すること、及びその状況等についての報告書である「体制整備等自己評価チェックリスト」を、府省共通研究開発管理システム（e-Rad）を通じて文部科学省に対して提出しなければならない。ただし、文部科学省及び文部科学省が所管する独立行政法人が所管する他の公的研究費の応募の際に、e-Radを使用して既に同報告書を提出している場合はこの限りではない。また、助成金...

	【経費管理担当者の報告】
	10-3　 補助事業者は、交付予定額の通知を受けた補助事業毎の経費管理責任者を選任し、振興会に報告しなければならない。

	【内部監査の実施】
	10-4　 補助事業者は、毎年度、補助事業に関する内部監査を実施しなければならない。

	【不正な使用及び不正受給に係る調査の実施】
	10-5　 補助事業者は、助成金の不正使用又は不正受給が明らかになった場合（不正使用や不正受給の疑いがある場合を含む。）には、速やかに調査を実施し、その結果を振興会に報告しなければならない。

	【日本学術振興会が行う調査等への協力】
	10-6　 振興会が補助事業者に対し、助成金の経理について調査又は報告を求めた場合には、補助事業者は振興会に対して協力しなければならない。


	11　 研究活動における不正行為への対応
	【規程等の整備】
	11-1　 補助事業者は、不正行為を防止するとともに、その疑いが生じた場合に適切に対応できるようにするため、「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」（平成26年８月26日文部科学大臣決定）を踏まえ、必要な規程等を定めるとともに、研究力の向上に係る取組による研究開発の実施に関わる研究者に周知しなければならない。
	11-2　 補助事業者は、「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン」に基づき、補助事業に関わる全ての構成員（研究者、事務職員、技術職員及びその他関連する者）に対して、定期的にコンプライアンス教育を実施し、受講状況等を把握しなければならない。合わせて、定期的に啓発活動を実施し、助成金の不正な使用の防止に向けた意識の向上を図らなければならない。 　また、「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」に基づいて、補助事業に関わる構成員を対象に研究倫理教育を実施することとする。

	【研究活動の不正行為に係る調査の実施】
	11-3　 補助事業者は、助成金による研究活動における不正行為が明らかになった場合（不正行為の疑いがある場合を含む）には、速やかに調査を実施し、その結果を振興会に報告することとする。


	12　 その他
	【人権保護及び法令等の遵守に係る事務】
	12-1　 補助事業の遂行に当たり、以下のような関係する法令等を遵守しなければ行うことができない研究等を実施する場合には、関係する法令等に基づく文部科学省等関係府省庁等への届出等に関する事務を適切に行うために必要な体制等を整備し、当該事務を行うこととする。

	【関係書類の整理・保管】
	12-2　 補助事業者は、別に定める「収支簿」により、補助事業の経理について補助事業以外の経理と明確に区分し、助成金の収支に関する帳簿を備えるとともに領収証書等関係書類を整理し、補助事業完了後５年間保管しておかなければならない。
	12-3　 補助事業者は、補助事業の一部を他の機関等に委託する場合には12-2と同様に扱うものとし、委託費の収支に関する帳簿を委託先の機関等から入手し補助事業完了後５年間保管しなければならない。



